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むかわ竜、馬文化、螺湾ブキ…
中央バスが北海

道 遺産ラッピングバス

▲「むかわ竜」と呼ばれるむかわ町穂別の古生物化石群と左から二階堂恭仁
北海道中央バス社長、鈴木直道知事、石森秀三北海道遺産協議会会長

北
海
道
中
央
バ
ス
の
北
海
道
遺

産
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
が
完
成

し
、
早
け
れ
ば
２
月
か
ら
定
期
観
光

バ
ス
や
観
光
貸
切
バ
ス
と
し
て
運
行

を
始
め
る
。

　

北
海
道
遺
産
20
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
北
海
道
遺
産
協
議
会
の
製
作

依
頼
に
中
央
バ
ス
が
快
諾
し
て
実
現

し
た
。
同
社
の
北
海
道
遺
産
ラ
ッ
ピ

ン
グ
バ
ス
は
こ
れ
で
４
台
目
。

　

北
海
道
遺
産
は
、
次
の
世
代
に
引

き
継
ぎ
た
い
有
形
・
無
形
の
財
産
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
自
然
や
歴
史
、
文

化
、
生
活
、
産
業
な
ど
道
民
全
体
の

宝
物
を
い
う
。

　

２
０
０
１
年
に
第
１
回
選
定
分
で

稚
内
港
北
防
波
堤
ド
ー
ム
や
旧
国
鉄

士
幌
線
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
橋
梁

群
、
留
萌
の
ニ
シ
ン
街
道
な
ど
25
件

が
選
ば
れ
、
04
年
に
第
２
回
27
件
、

18
年
に
第
３
回
15
件
、
そ
し
て
22
年

の
第
４
回
選
定
分
で
北
海
道
米
の
ル

ー
ツ
「
赤
毛
米
」、
し
も
か
わ
の
循

環
型
森
林
文
化
、
今
金
・
美
利
河
の

金
山
遺
跡
な
ど
の
６
件
と
名
称
変
更

１
件
が
公
表
さ
れ
、
現
在
は
総
計
74

件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
多
く
の
北
海
道
遺
産
に
は
、

北
海
道
遺
産
に
深
く
関
わ
り
な
が
ら

活
動
す
る
“
担
い
手
”
の
市
民
が
存

在
す
る
。
道
民
の
宝
物
を
地
域
で
守

り
、
育
て
、
活
用
し
て
い
く
中
か
ら

新
し
い
魅
力
を
持
っ
た
北
海
道
を
創

造
し
て
い
く
道
民
運
動
な
の
だ
。

　

選
定
基
準
は
、
学
術
的
や
美
的
な

価
値
な
ど
「
客
観
的
な
評
価
基
準
」

だ
け
で
な
く
、
地
域
が
保
全
・
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
や
、
今
後

の
取
り
組
み
に
期
待
で
き
る
も
の
な

ど
「
思
い
入
れ
価
値
」
が
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
、
さ
ら
に
「
北
海
道

ら
し
さ
」
を
加
味
し
て
選
ば
れ
て
い

る
。
一
般
的
に
遺
産
と
い
う
と
「
過

去
の
も
の
」
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
が
ち

だ
が
、「
地
域
の
未
来
を
創
造
し
て

い
く
資
産
」（
同
協
議
会
）
だ
。

　

１
月
18
日
に
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎

横
で
行
わ
れ
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の

お
披
露
目
で
は
石
森
秀
三
同
協
議
会

会
長
（
北
海
道
博
物
館
館
長
）
と
鈴

木
直
道
知
事
、
二
階
堂
恭
仁
中
央
バ

ス
社
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
。「
走
る

広
告
塔
」
に
よ
り
、
多
く
の
人
の
目

に
触
れ
ら
れ
、
そ
し
て
足
を
運
ぶ
こ

と
で
地
域
の
活
力
へ
と
つ
な
げ
る
期

待
感
が
述
べ
ら
れ
た
。

（
Ｔ
）

足
寄
町
の
螺
湾
ブ
キ
は
高
さ
が
よ
り
リ
ア
ル
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

札
幌
苗
穂
地
区
の
工
場
・
記
念
館
群
と
し
か
べ
間
歇
泉

実現に汗を流した戎谷侑男北海道遺産協議会副会長・北海道中央バス
シィービーツアーズカンパニーディレクター（右）が説明した


